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平
成
26
年
度
甲
佐
町
産
業
文
化
祭

郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る
秋
の
祭
典

実
り
を
喜
び
文
化
を
楽
し
む 

彩
り
豊
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
９
日
（
日
）
平
成
26
年
度
甲
佐

町
産
業
文
化
祭
が
、
町
役
場
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
、
上
益
城
農
業
協
同
組
合
、
甲
佐

町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の
共
催
。

　
町
役
場
北
側
広
場
で
は
特
設
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
、
農
業
祭
・
商
工
祭
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ミ
カ
ン
の
つ

か
み
取
り
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、

ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
産
業
文
化
祭
恒
例

の
も
ち
投
げ
や
農
産
物
即
売
会
、
大
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
盛
況
。
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、
竜
野

保
育
園
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
も
発
表

さ
れ
、
会
場
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
産
業
文
化
祭
の
会
場
に
は
商
工
品
の

展
示
即
売
な
ど
の
模
擬
店
も
出
店
し
、

町
内
の
生
産
者
な
ど
が
栽
培
し
た
農
産

物
や
調
理
し
た
加
工
品
な
ど
の
展
示
や
、

搾
り
た
て
牛
乳
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
お

に
ぎ
り
の
引
き
換
え
会
、
ニ
ラ
鍋
の

１
０
０
０
人
無
料
配
布
、
血
圧
と
血
管

年
齢
測
定
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
初
め
て
企
画
さ
れ
た
本
町
産
の

ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

も
実
施
さ
れ
、
町
内
外
の
料
理
自
慢
が

出
品
。
表
彰
式
で
は
、
全
14
品
の
中
か

ら
井
芹
英
子
さ
ん
（
糸
田
区
）
の
「
干

し
エ
ビ
入
り
ニ
ラ
玉
」
な
ど
６
品
が
表

彰
さ
れ
、
レ
シ
ピ
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
文
化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の

45
団
体
が
参
加
。
同
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
モ
ー
ル
な
ど
で
は
、
絵
画
、
版

画
、
水
墨
画
、
書
道
、
陶
芸
、
写
真
、

生
け
花
や
、
川
柳
、
短
歌
、
肥
後
狂
句

な
ど
の
文
芸
作
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

レ
ー
ス
編
み
な
ど
の
手
工
芸
品
を
多
数

展
示
。
来
場
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸

作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
は
、
文
化

祭
発
表
会
を
開
催
。
謡
曲
や
詩
吟
、
大

正
琴
、
三
味
線
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ

ス
、
日
舞
、
洋
舞
、
相
撲
甚
句
な
ど
約

２
０
０
人
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
、
会
場

に
大
き
な
拍
手
が
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、

11
月
８
日
（
土
）
に
は
、
甲
佐
町
音
楽

教
育
連
盟
に
よ
る
発
表
会
「
わ
か
あ
ゆ

コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
。
保
育
園
児
や

小
・
中
学
生
が
ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー

ン
の
演
奏
や
合
唱
な
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。

●産業文化祭の各会場では、農産物・加

工品の展示やステージ発表、文芸作

品の展示などがありました。町役場

北側広場の特設ステージでは各種イ

ベントが開催され、ミカンのつかみ

取り、バナナのたたき売り、ニラ飛

ばし大会、ニラ鍋1,000人無料配布な

どが行われ、甲佐の秋の祭典は多く

の人でにぎわいました。

●町生涯学習センター・ギャラ

リーモールなどには、文化祭の

展示作品が並びました。また、

同ホールでは、文化協会所属団

体などによる発表会が開催され、

洋舞（写真左上）や日舞（左）

などが披露され、たくさんの人

が文化の秋を楽しみました。

農 業 祭 部 門 の 表 彰 式 を 開 催
　町生涯学習センター・ホールでは、農業

祭部門の表彰式が開催されました。

　町内で生産された農産物や加工品112点の

中から、県上益城地域振興局および上益城

農業協同組合が品質や見た目などの項目で

審査し、各賞を決定。式典では、入賞した

果樹や野菜の生産者などが表彰されました。

●農業祭部門最優秀賞受賞者

▶果樹の部　遠山敏勝さん（西寒野区）

▶野菜の部　奥村楯雄さん（吉田区）

▶ニラ（野菜）の部　田端孝士さん（芝原

　区）

▶花きの部　山下康彦さん（船津区）

▶農産物加工品の部　小屋敷タキエさん　

　（糸田区）

▶
農
業
祭
部
門
の
表
彰
式
（
写
真
左
）
と

　
各
賞
の
受
賞
者
（
右
）
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４
人
の
功
績
を
た
た
え
て

　
11
月
３
日
（
月
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
平
成
26
年
度
功
労
者

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表

彰
規
定
」
に
基
づ
き
、
毎
年
文
化

の
日
に
開
催
。
本
年
度
は
、
多
岐

に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ
れ

た
４
人
を
表
彰
。
町
、
町
議
会
、

区
長
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
受
賞
者
１
人
ひ
と

り
に
奥
名
克
美
町
長
が
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
。「
ス
ポ
ー
ツ
」、

「
福
祉
」、「
文
化
」
の
各
分
野
に

お
い
て
の
功
績
を
た
た
え
る
功
労

と
、
多
分
野
に
わ
た
る
功
績
に
対

し
て
贈
る
特
別
功
労
に
よ
り
、
表

彰
さ
れ
た
４
人
の
名
誉
を
た
た
え

ま
し
た
。

　
功
労
者
を
代
表
し
て
、
緒
方
祐

子
さ
ん
（
上
田
口
区
）
が
「
た
く

さ
ん
の
方
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
功
績

も
住
民
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事

と
思
い
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

甲佐町功労者表彰
スポーツ、福祉、文化、特別功労の功績をたたえて

平成26年度

【
功
労
者
説
明
】
功
労
の
表
彰
分
野
、
功
労

者
氏
名
、
行
政
区
、
表
彰
に
該
当
す
る
と

認
め
ら
れ
た
経
歴
お
よ
び
功
績
な
ど

緒方 祐子さん

〔上田口区〕

元民生委員・児童委員
および主任児童委員

文
化
功
労

金森 博さん

〔船津区〕

元町水道事業運営委員、
元甲佐町土地改良区理事、
元甲佐町森林組合理事

特
別
功
労

平
成
26
年
度
甲
佐
町
功
労
者
の
受
賞
者

葊田 邦之さん

〔緑町区〕

町スポーツ推進委員、
甲佐町総合型地域スポー
ツクラブ創設準備委員

ス
ポ
ー
ツ
功
労

中嶋 信一さん

〔津志田区〕

祭事においての神楽、
笛、太鼓演奏などの伝
統芸能活動

福
祉
功
労

町
駅
伝
競
走
大
会
・
地
区
対
抗
体
力
つ
く
り
駅
伝
競
走
大
会

秋
の
甲
佐
路
を
駆
け
抜
け
る

チ
ー
ム
で
つ
な
ぐ
タ
ス
キ

　
11
月
16
日
（
日
）
第
44
回
町
駅

伝
競
走
大
会
お
よ
び
第
40
回
地
区

対
抗
体
力
つ
く
り
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
佐
町
体
育
協
会
、
町
教
育
委

員
会
、
甲
佐
町
陸
上
競
技
協
会
が

主
催
。

　
町
駅
伝
大
会
は
、
７
部
門
に
30

チ
ー
ム
が
参
加
。
町
役
場
周
辺
を

ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す

る
５
区
間
の
コ
ー
ス
（
男
子
の
部

９
・
47
㌔
、
女
子
の
部
・
小
学
生

の
部
７
・
46
㌔
）
を
、
選
手
た
ち

は
軽
快
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

竜
野
地
区
が
見
事
優
勝

　
町
駅
伝
大
会
に
続
い
て
開
催
さ

れ
た
地
区
対
抗
体
力
つ
く
り
駅
伝

競
走
大
会
は
、
各
地
区
か
ら
11

チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
13
区
間
９
・
47
㌔
を
、
幼
児
か

ら
成
人
ま
で
区
間
ご
と
に
割
り
当

て
ら
れ
た
選
手
た
ち
が
、
地
区
の

誇
り
を
タ
ス
キ
に
託
し
て
力
走
。

竜
野
①
が
34
分
42
秒
の
タ
イ
ム
で

優
勝
し
ま
し
た
。

男子の部（５区間・９.47㌔）

部門（チーム数） 優勝チーム タイム

一般男子（10） こんにゃくいも 35分２秒

高校男子（３） 甲佐高校野球部Ａ 33分44秒

中学男子（３） 甲佐中陸上部 32分14秒

女子の部・小学生の部（５区間・７.46㌔）

一般女子（１） 役場女子 39分８秒

中学女子（４） 甲佐中陸上部後藤組 30分４秒

小学男子（５） 白旗少年野球クラブ 29分50秒

小学女子（４） 甲佐小バスケ部６年 32分34秒

●第44回町駅伝競走大会結果

コース（チーム数） 優勝チーム タイム

13区間９.47㌔（11） 竜野① 34分42秒

●第40回地区対抗体力つくり駅伝競走大会結果

　
平
成
26
年
秋
の
叙
勲
教
育
功
労

で
、
藤
㟢
典
雄
さ
ん
（
芝
原
区
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
同
章
は
、
公
務
な
ど
に
長
年
に

渡
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
人

を
内
閣
府
が
選
定
し
天
皇
陛
下
か

ら
親
授
さ
れ
る
も
の
。
藤
㟢
さ
ん

は
、
38
年
間
教
員
と
し
て
特
別
支

援
学
校
な
ど
に
勤
務
。
県
立
聾
学

校
校
長
や
教
員
と
し
て
は
初
と
な

る
天
草
青
年
の
家
の
所
長
を
務
め

る
な
ど
県
内
の
教
育
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
退
職
後
は
、
そ
の
経
験

を
活
か
し
、
熊
本
学
園
大
学
の
学

生
相
談
員
と
し
て
５
年
間
、
学
生

の
心
の
ケ
ア
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
㟢
さ
ん
は
、「
周
り
の
先
生

や
地
域
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
受
章
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

平成26年秋の叙勲藤㟢典雄さん（芝原区）が瑞宝双光章を受勲

●町役場からスタートした第44回町駅伝競走大会の１区走者たち

●地区対抗で体力つくり駅伝競走大会で

　優勝した竜野①のタスキリレー

▼

瑞宝双光章を受勲した藤㟢典雄さん（芝原区）
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11
月
２
日
（
日
）
町
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
で
、「
ろ
く
じ
館
の
お
い
し

い
大
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
産
の
野
菜
や
特
産
品
を
使
っ

た
食
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、

甲
佐
町
青
空
市
場
運
営
委
員
会
（
堀

住
キ
ミ
子
委
員
長
）
が
主
催
。
会
場

に
は
、
野
菜
や
果
物
の
直
売
、
手
作

り
こ
ん
に
ゃ
く
、
揚
げ
た
て
の
イ
モ

天
、「
に
ら
メ
ン
コ
。」
な
ど
の
特
産

品
販
売
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
買
い
物
の
後
に
は
だ
ご
汁
と
新
米

の
お
に
ぎ
り
が
配
布
さ
れ
、
家
族
連

れ
な
ど
が
甲
佐
の
秋
の
味
覚
を
堪
能
。

　
来
場
し
た
60
代
の
女
性
は
「
新
鮮

な
野
菜
や
食
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

が
よ
か
っ
た
。
だ
ご
汁
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　11月15日（土）〜16日（日）兵庫県の甲

子園球場で行われた「マスターズ甲子園

2014」に、福田洋平さん（上早川２区）、甲

斐敬大さん（岩下２区）、倉岡大さん（同

区）が出場しました。

　同大会は、生涯スポーツとして野球文化を

発展させ、現役高校球児に向けた応援メッ

セージを発信することを目的に開催。出身校

別に同窓会チームを結成し試合が行われ、３

人は東海大星翔高ＯＢとして出場し、大阪府

の天王寺高チームと対戦し活躍しました。

　11月１日（土）熊本市の県民総合運動公園周

辺などで県高校駅伝大会が開催され、梅本祥太競

技者（和田内区・九州学院高３年）が出場して活

躍し、九州学院高が優勝しました。

　同競技者は、同高のアンカーとして疾走し、

５.00㌔のコースを15分00秒と区間１位のタイム

でゴール。日ごろの練習の成果を発揮しました。

　大会結果は、同高が２位に４分29秒の大差を

付ける２時間６分27秒のタイムで、10年連続30

度目の優勝を果たしました。

　同競技者は、６月に沖縄県で開催された南九州

高校陸上競技大会の3,000㍍障害走で、９分15秒

85のタイムで３位に入賞。その後インターハイ

にも出場するなど素晴らしい成績を残しています。

　同高は、12月21日（日）に京都府で開催され

る第65回全国高等学校駅伝競走大会への出場が決

まり、主将を務める梅本競技者は、「高校最後の

大会になると思うので、積極的なレースができる

ようにチームを盛り上げたいです」と意気込みを

語りました。

ソフトテニスで九州大会へ　
成田和香奈さんと田中須々さんが活躍

甲佐の秋の味覚が出そろう
ろくじ館で「おいしい大収穫祭」を開催

あこがれの球場で白球を追う
本町出身３人がマスターズ甲子園に出場

▼今月の九州大会に向けて練習に励む成田さん（写真左）と田中さん（右）

▲甲子園球場で試合を体験した東海大星翔高 OB チーム

▼

買
い
物
を
し
た
人
に
は
新
米
の
お
に
ぎ
り
と
だ
ご
汁
を
配
布

　
11
月
13
日
（
木
）
若
草
保
育
園

（
元
村
伴
子
園
長
89
人
）
で
「
防
火

も
ち
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
に
合
わ
せ
て
、
町
消
防
団

（
上
野
浩
信
団
長
５
１
２
人
）
が
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
あ
る
同
園
で
開
催
。

団
員
と
の
も
ち
つ
き
を
通
し
て
、
消

防
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
、
火
災

予
防
へ
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
目
的
に
、

本
部
役
員
や
保
護
者
な
ど
も
参
加
し

て
実
施
。
園
児
た
ち
は
大
き
な
掛
け

声
と
と
も
に
き
ね
を
振
り
上
げ
、
火

災
予
防
を
願
い
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
上
が
っ
た
も
ち
は
、
町
内
の

福
祉
施
設
な
ど
に
本
部
役
員
と
と
も

に
届
け
、「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま

せ
ん
」
と
宣
言
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。

　11月13日（木）町生涯学習センターで甲佐

地区かわまちづくり協議会が開催されました。

　同協議会は、緑川の水辺空間を生かして地

域の活性化および治水上河川利用の安全性向

上を図る目的として、地域住民や利用者など

が主体となって国や町とともに、具体的な整

備や利活用法を計画するもの。７月に同協議

会は立ち上げられ、第３回は、安津橋上流左

岸の空き地利活用について協議しました。

　今後も協議を重ね、来年春には具体的な活

用計画を策定する予定です。

緑川活用でまちづくり
第３回甲佐地区かわまちづくり協議会

▲緑川周辺の水辺空間を利用したまちづくり計画を協議

県高校駅伝で優勝に貢献  
梅本祥太競技者（和田内区・九州学院高３年）

▲12月21日（日）に開催される全国大会への出場が決まり健闘が期待
される九州学院高で、主将としてチームをまとめる梅本祥太競技者

▼

町
消
防
団
員
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
す
る
園
児
た
ち

　
10
月
25
日
（
土
）
熊
本
市
で
行

わ
れ
た
県
中
学
生
新
人
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
で
、
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場

し
た
成
田
和
香
奈
さ
ん
（
上
田
口

区
・
甲
佐
中
２
年
）、
田
中
須
々

さ
ん
（
津
志
田
区
・
同
中
２
年
）

の
ペ
ア
が
九
州
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。

　
96
組
が
出
場
し
た
同
大
会
で
、

同
ペ
ア
は
予
選
リ
ー
グ
で
本
渡
中

と
西
山
中
の
２
チ
ー
ム
と
対
戦
。

順
調
に
勝
ち
進
み
、
予
選
１
位
で

通
過
し
ま
し
た
。

　
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
水
俣
一
中

と
対
戦
し
３
‐
２
で
勝
利
。
玉
名

中
に
は
０
‐
３
で
惜
敗
し
ま
し
た

が
見
事
ベ
ス
ト
16
に
入
賞
し
、
12

月
26
日
（
金
）
に
同
市

で
開
催
さ
れ
る
第
29
回

九
州
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
へ
の
出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
前
衛
の
田
中
さ
ん
は

「
成
田
さ
ん
は
短
い

ボ
ー
ル
も
拾
っ
て
く
れ

て
フ
ォ
ロ
ー
が
上
手
で

す
」、「
田
中
さ
ん
は
、

ス
マ
ッ
シ
ュ
や
ボ
レ
ー

を
し
っ
か
り
決
め
て
く

れ
る
の
で
頼
り
に
な
り

ま
す
」
と
後
衛
の
成
田

さ
ん
は
話
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
い
２
人
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

防火もちつきで火災予防
町消防団と若草保育園幼年消防クラブ
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－1140（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

■「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
川
柳
」

　
の
優
秀
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　
上
益
城
地
域
男
女
共
同
参
画
連
絡
会

議
に
お
い
て
募
集
し
て
い
ま
し
た
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
川
柳
」
に
、
郡

内
各
町
か
ら
優
秀
作
品
が
３
句
ず
つ
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
３
句
が
最
優
秀

作
品
と
し
て
選
ば
れ
、
10
月
４
日
（
土
）

に
嘉
島
町
で
開
催
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参

画
を
考
え
よ
う
！
第
３
回
上
益
城
大
会
in

か
し
ま
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
優

秀
作
品
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
◎
最
優
秀
作
品
・
◯
優
秀
作
品
】

　
（
甲
佐
町
）

◯
家
事
男
は
　
素
敵
と
妻
に
　
褒
め
ら

　
れ
る

◯
特
産
物
　
地
域
お
こ
し
の
　
マ
マ
の

　
店

◎
家
事
分
担
　
「
あ
り
が
と
う
」
が

　
こ
こ
ち
よ
い

　（
御
船
町
）

◯
主
張
す
る 

権
利
私
に 

あ
っ
た
か
も

◎
パ
ー
ト
ナ
ー
　
な
れ
ず
に
私
　
三
歩

　
あ
と

◯
釘
打
ち
を
　
頼
め
ば
高
く
　
届
か
な

　
い

　（
嘉
島
町
）

◯
め
し
ま
だ
か
　
言
っ
て
み
た
い
な

　
夢
の
な
か
！

◯
リ
タ
イ
ヤ
し
　
や
っ
と
気
が
つ
く

　
思
い
や
り

◎
待
っ
て
ま
し
た
　
君
は
課
長
に
　
僕

　
は
主
夫

　（
益
城
町
）

◯
オ
ム
ツ
換
え
　
上
手
上
手
で
　
パ
パ

　
が
す
る

◯
つ
ぎ
の
世
は
　
お
前
が
夫
　
お
れ
が

　
妻

◯
ど
よ
う
日
は
　
パ
パ
の
と
う
ば
ん

　
や
き
に
く
だ

　（
山
都
町
）

◯
わ
か
っ
た
よ
　
俺
が
行
く
か
ら
　
ゴ

　
ミ
出
し
に

◯
助
か
っ
た
　
気
づ
い
て
み
れ
ば
　
妻

　
の
知
恵

◯
思
い
や
り
　
何
で
も
言
え
る
　
目
が

　
ス
テ
キ

男女共同参画に関する
川柳の優秀作品発表

「男女共同参画を考えよう！in かしま」の開催の様子

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

町環境衛生課　TEL096－234－11６９　（内線252）　klg210@town.kosa.lg.jp

■年末年始のごみ収集・し尿くみ取り日程（12月25日〔木〕～１月６日〔火〕）

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区（上
早川五区・あゆの里緑川団地を除く）、
乙女地区、白旗地区

12月25日（木）
12月29日（月）

・通常持込期限　12月29日（月）
・通常持込時間　午前９時〜午後４時30分
　　　　　　　　※持込時間厳守
・持　込　料　　100円 /10㌔
　　　　　　　　※個人・事業者の持込可

宮内地区、甲佐地区（星の川団地、立岩団
地を除く）、上早川五区、あゆの里緑川団地

12月26日（金）
12月30日（火）

年
始

星の川団地、立岩団地、竜野地区（上
早川五区・あゆの里緑川団地を除く）、
乙女地区、白旗地区

１月５日（月）
から １月５日（月）から

通常持ち込み
宮内地区、甲佐地区（星の川団地、立岩団
地を除く）、上早川五区、あゆの里緑川団地

１月６日（火）
から

● 家庭ごみ収集

▲

お問い合わせ先

　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　TEL096 ‐ 282 ‐ 0688

● し尿くみ取り
収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区
12月28日

（日）まで
年末は非常に混み合いますので、早めに
し尿くみ取り業者にお申し込みください。

年
始

全地区
１月５日

（月）から
通常受け入れ

▲

お申し込み・お問い合わせ先

・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部・星の川団地の一部を除く）

　米村衛生社　TEL096 ‐ 234 ‐ 0308

・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部・星の川団地の一部）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　甲佐衛生社　TEL096 ‐ 234 ‐ 1217

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線106）　klg204@town.kosa.lg.jp

■
国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
変
更
が

　
あ
っ
た
場
合
は
町
住
民
生
活
課
へ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
人

で
社
会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
。
共

済
組
合
・
船
員
保
険
な
ど
も
含
む
）
の

被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
を
除

く
、
す
べ
て
の
人
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

　
国
保
資
格
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

国
保
の
加
入
や
脱
退
の
届
け
出
を
町
住

民
生
活
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合

　
が
あ
る
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
同
じ
世
帯
に
お
勤
め
先
の
健
康
保
険

の
加
入
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の

被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
扶
養
認
定
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
お
勤
め
先
に
相
談
し
て
か
ら
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
被
扶
養
者
の
範
囲

①
被
保
険
者
と
同
居
し
て
い
な
く
て
も

　
被
扶
養
者
と
な
れ
る
人

・
配
偶
者
（
内
縁
関
係
で
も
よ
い
）

・
子
、
孫
お
よ
び
兄
弟

・
父
母
、
祖
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属

②
被
保
険
者
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
が

　
被
扶
養
者
と
な
る
条
件
の
人

・
①
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族
（
孫
、

　
配
偶
者
の
父
母
や
子
、
兄
姉
、
伯
叔

　
父
母
、
お
い
・
め
い
な
ど
）

・
内
縁
関
係
の
配
偶
者
の
父
母
と
子
　

　（
当
該
配
偶
者
の
死
後
も
、
引
き
続

　
き
同
居
す
る
場
合
を
含
む
）

▼
被
扶
養
者
の
年
収
の
目
安

①
年
収
１
３
０
万
円
未
満
で
、
か
つ
扶

　
養
す
る
人
の
年
収
の
半
分
未
満
で
あ

　
る
こ
と
。

②
60
歳
以
上
ま
た
は
一
定
の
障
が
い
者

　
の
場
合
は
、
年
収
１
８
０
万
円
未
満

　
で
あ
る
こ
と
。

■
所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
医
療
費

の
限
度
額
認
定
の
正
し
い
判
定
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
町
税

務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12月は国民健康保険
制度の適用適正化月間

資格の変更があったら町住民生活課へ届け出を

国民健康保険への加入届け 国民健康保険からの脱退届け

届け出が必要な場合 社会保険を脱退した場合 社会保険に加入した場合

手続きに必要なもの

・社会保険を脱退した証明書
　（離職票・資格喪失証明書など）
・印鑑
・年金証書
　（60歳以上65歳未満の人で厚生
　年金や共済年金を受給している人）

・社会保険被保険者証
・国民健康保険被保険者証
　（今まで使用していたもの）
・印鑑

手続きが遅れると…

社会保険の資格喪失日まで、さか
のぼって課税され、高額な国民健
康保険税が発生する場合がありま
す。

国民健康保険税が課税されたまま
で、社会保険料と両方納めている
状態になります。

▲

お問い合わせ先
　・国保の届け出について　町住民生活課　TEL096 ‐ 234 ‐ 1113（内線106）　klg204@town.kosa.lg.jp
　・国保税の申告について　町税務課　　　TEL096 ‐ 234 ‐ 1112（内線115）　klg105@town.kosa.lg.jp

■国民健康保険の資格の変更時に必要な手続き
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp

クリスマスに向けて、世の中が

華やいだ空気に満たされ始める

ころ、そんな空気とはまったく

無縁の人たちがいた。倒産が決

まった会社で働く元恋人たち。

両親が離婚しそうな小学生男子。

図らずも裏家業に身を落として

しまった心優しいチンピラたち。

クリスマスにもたらされるささ

やかな奇跡の連鎖。涙と笑いの

感動で心が満たされる１冊です。

幻冬舎

小説

著者が贈るハートフル・クリスマス
有川 浩著 /『キャロリング』

心を育てる「もったいない」精神
真珠 まりこ作 /『もったいないばあさんのてんごくとじごくのはなし』

甘さ控えめスイーツのレシピも掲載
菌美女著 /『砂糖不使用 菌美女の「本みりん」レシピ』

「和食」が世界的に関心を集め

る中、日本でも伝統調味料「本

みりん」の底力が脚光を浴びて

いる。和食だけでなく、オニオ

ングラタンスープ、ニンジンの

ソムタム、みりんプリンなど、

エスニックやスイーツまで72種

のさまざまなレシピを紹介。今

まで知らなかった「本みりん」

の魅力満載。この１冊を読んで

作ってみてはいかかでしょうか。

主婦の友社

教育・娯楽

京セラ、KDDI を創業、JAL を再

建した名経営者・稲盛和夫氏と、

IPS 細胞を開発し、ノーベル賞

を受賞した山中伸弥京大教授の

異色対談。理系出身、父親は工

場経営者、挫折を繰り返した半

生、愛妻家…。意外な共通点を

持つ２人の成功の原点は、すべ

て失敗からだった。「若者よ、

どんどん失敗せよ」。熱いメッ

セージが心に届く１冊です。

朝日新聞出版

一般書

共通点を持つ２人の成功者の進化論
稲盛和夫・山中伸弥著 /『賢く生きるより辛抱強いバカになれ』

もったいないばあさんは、「もっ

たいないことしてないかい」と

いって、天国と地獄を見にいき

ました。天国にも地獄にも、同

じように大きななべに入った

スープと長いスプーンがありま

したが、ちがうのは…。やさし

い思いやりと感謝の気持ちがあ

れば、みんな笑顔になってもっ

たいないこともなくなりますね。

読み聞かせにもおすすめです。

講談社

児童書

　　　史上の人物に関心のある
　　　方、または時代劇映画な
どをご覧の方々には非常に興味
深くおもしろい日本史をご紹介
致します。
　俳優・高橋英樹さんが歴史上
の人物70人以上の役を演じら
れ、その多彩な体験を俳優なら
ではの視点で語っておられます。
　たとえば、自身の役づくりの
ため、その人物について詳しく

調べ、また、
活躍した当
時の場所へ
古 地 図 を
持って歩き
ま わ り、 そ
の雰囲気を
出すことに
よ っ て、 よ

り一層のおもしろい作品にされ
たそうです。また、加藤清正が
造った熊本城にも足を運ばれ、
何度も往復して８時間近くも見
て歩かれたそうです。
　高橋さんは、こうしたことも
自分の中に吸収され、50年を
超える俳優の道を歩んでこられ
ました。この書も読めば読むほ
どおもしろく、うんちくにあふ
れています。
　その辺の歴史書より、はるか

に得るものは多いと思います。
ぜひ、ご一読ください。
　

歴 R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『高橋英樹のおもしろ日本史』（高橋 英樹著）

本田 正志さん

〔下豊内区〕

芸能界きっての“歴史通”である高橋
英樹による痛快歴史エッセイ。“俳優
ならでは”の視点で、自身が演じた歴
史上の人物をユニークに語っていく。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

　
11
月
４
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
町
公
民
館
主

催
講
座
・
第
２
回
「
絵
手
紙
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
久
保
幸
子
さ
ん
の
指

導
の
下
、「
実
り
の
秋
を
描
こ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
季
節
の
果

物
、
草
花
、
野
菜
を
画
材
に
し

た
絵
手
紙
づ
く
り
に
挑
戦
。
久

保
さ
ん
は
「
自
分
で
見
た
ま
ま

を
下
書
き
な
し
で
描
く
の
が
絵

手
紙
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

下
手
な
人
ほ
ど
良
い
作
品
が
で

き
ま
す
」
と
解
説
。
参
加
者
た

ち
は
思
い
思
い
に
画
材
を
選
び
、

は
が
き
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
に

大
き
く
描
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
何
年
た
っ
て
も

色
あ
せ
ず
、
思
い
を
込
め
て
描

く
季
節
の
絵
手
紙
を
大
切
な
人

に
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
29
日
（
水
）
豊
内
で
、

甲
佐
小
学
校
（
清
村
勢
津
子
校

長
１
８
０
人
）
の
６
年
生
38
人

が
イ
モ
掘
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
同
小
の
農
業
体
験
学
習

は
、
公
民
館
講
座
「
生
花
教

室
」
の
講
師
・
村
上
諫
さ
ん

（
下
豊
内
区
）
協
力
の
下
10
年

以
上
続
け
ら
れ
て
お
り
、
児
童

た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
と
一
輪
車
を

使
っ
て
班
ご
と
に
分
か
れ
て
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
き
な

イ
モ
を
掘
り
上
げ
た
児
童
は
歓

声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
体
験
の
後
に
は
、
生
花
教
室

の
皆
さ
ん
に
よ
る
だ
ご
汁
と
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、
児
童

た
ち
は
舌
鼓
を
打
ち
、
秋
の
豊

か
な
収
穫
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
一
輪
車
５
台
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
大
豊

作
で
、
児
童
た
ち
は
家
庭
で
食

べ
る
の
を
楽
し
み
に
笑
顔
で
大

き
な
イ
モ
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

第
２
回
「
絵
手
紙
教
室
」

▼

公
民
館
主
催
講
座

「
イ
モ
掘
り
体
験
」

▼

生
花
教
室
と
甲
佐
小
児
童

▲講師の指導の下、はがきに季

節の果物を描く参加者たち

▲大きなイモを掘り上げて喜ぶ

甲佐小６年の児童たち

●人権について知りましょう

　人権とは、人種や民族、性別を超

えて誰にでも認められる基本的な権

利であり、私たちが幸せに生きるた

めのものです。現在も人権をめぐる

さまざまな問題が生じています。

・高齢者の人権

　急速に高齢化が進み、豊かな経験

や知識がありながらも年齢を理由に

就業や社会的活動への参加が制限さ

れるなど、高齢者の人権に関わる問

題が起きています。また、介護を要

する高齢者への身体的、精神的な虐

待の問題があります。

　介護を必要としている高齢者に対

し、介護者が肉体的・心理的に虐待

を加えるなど高齢者の人権問題が、

大きな社会問題として注目を浴びつ

つあります。

　そのため、広い意味での社会保障

制度の充実を図ることはもちろん、

それぞれの家庭や地域社会で、高齢

者との日常的な交流を促進すること

が必要です。これによって、一部に

存在している「老い」が暗く、汚い

ものであるという偏見をなくし、高

齢者の豊かな経験や知識が十分に尊

重され、活用されるような環境づく

りを進めることが大切です。高齢者

の側も、社会との関わりについて前

向きな意識を持つ必要があります。

さらに、国民１人ひとりが高齢者の

人権についての認識を深めることが

重要です。

〜公益財団法人人権教育啓発推進

　　センター・ホームページより引用〜

▲

公民館主催講座

 第３回「絵手紙教室」のご案内
●期日

　12月９日（火）午前10時

●会場

　町生涯学習センター研修室

●内容

　年賀状作り

●講師

　久保幸子さん

●準備するもの

　・季節の画材（果物、野菜、花

　　など）

　・ポケットティッシュ

　・新聞紙

　・ヨーグルトなどの空容器（水

　　入れ用）２個

　・画材使用料　300円

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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❖
高
齢
化
率
が
高
い
本
町
は
認
知

　
症
も
増
え
続
け
る
可
能
性
が
大

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
20
年
間
で
認
知
症

が
３
割
減
っ
た
と
い
う
統
計
の
結
果

が
、
昨
年
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症

が
増
え
続
け
て
い
る
日
本
は
、
ほ
か
の

先
進
国
に
比
べ
て
医
療
・
介
護
給
付
費

の
増
加
は
進
み
、
そ
れ
を
支
え
る
若

い
世
代
は
減
る
と
い
う
最
も
悲
惨
な

２
０
５
０
年
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
化
率
が
高
い
本
町
に
お
い

て
も
、危
機
が
す
で
に
想
像
で
き
ま
す
。

❖
血
管
障
害
の
予
防
で
、
認
知
症

　
発
生
の
リ
ス
ク
を
低
減

　
具
体
的
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
ぜ
認

知
症
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

そ
れ
は
、「
血
管
障
害
の
予
防
」
に
よ
っ

て
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
、
①
脳
の
神
経
細
胞
に
老

廃
物
が
た
ま
る
、
②
脳
血
管
の
血
流
障

害
の
重
な
り
で
、
５
＋
５
＝
10
で
は
な

く
、
５
×
５
＝
25
と
掛
け
算
方
式
に
進

行
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

脳
に
は
リ
ン
パ
管
が
な
い
た
め
、
余
分

な
老
廃
物
は
血
管
の
拍
動
（
脈
拍
）
の

み
で
排
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
脳
の
血
管
が
元
気
で
な
い
と

ま
す
ま
す
老
廃
物
が
た
ま
り
ま
す
。
老

廃
物
が
た
ま
る
と
、
脳
の
神
経
細
胞
が

変
化
し
ま
す
。

　
例
を
挙
げ
る
と
、
脳
に
し
み
が
で
き

る
・
糸
く
ず
が
付
く
状
態
と
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
最
終
的
に
は
脳
の
神
経

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
、
脳
が
萎
縮
＝

小
さ
く
な
り
、
物
忘
れ
な
ど
の
認
知
症

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
血
管
を
し
な
や
か
に
保
ち
、
脳
の
血

液
循
環
を
よ
く
す
れ
ば
、
脳
の
老
廃
物

は
脳
の
下
水
管
で
あ
る
、
血
管
と
血
管

周
囲
を
介
し
て
排
せ
つ
さ
れ
ま
す
。
生

活
習
慣
の
改
善
を
心
掛
け
る
こ
と
で
予

防
で
き
る
認
知
症
も
あ
る
の
で
す
。

❖
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
血
管
を

　
健
康
に
保
つ
こ
と
が
重
要

　
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
で
は
、
認

知
症
の
発
症
を
５
年
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
有
病
率
を
50
㌫
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、今
70
歳
の
人
が
10
人
い
て
、

そ
の
10
人
す
べ
て
に
生
活
習
慣
病
が
あ

り
健
診
結
果
の
改
善
が
見
ら
れ
な
け
れ

ば
、
血
管
障
害
が
進
み
10
人
す
べ
て
が

５
年
後
に
認
知
症
に
な
り
ま
す
。
こ
の

コ
ラ
ム
を
読
ん
で
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
、
健
診
結
果
も
良
好
と

な
れ
ば
、
認
知
症
の
発
症
ス
ピ
ー
ド
を

ゆ
っ
く
り
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
５
年
後
に
５
人
は
認
知
症
に
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
５
年
後
に
認
知
症
を
発

症
し
な
い
10
人
の
う
ち
の
５
人
に
な
れ

る
よ
う
、
健
診
結
果
で
血
管
の
状
態
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
健
診
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
指
数
）
25
未
満

・
中
性
脂
肪
１
５
０
㍉
㌘
／
dl
未
満

・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
）

　

40
以
上

・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
過
去
１
〜
２
か
月
の

　

血
糖
の
状
態
）
５
・
６
㌫
未
満

・
空
腹
時
血
糖
値
１
１
０
㍉
㌘
／
dl
未

　

満
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
）

　

１
２
０
㍉
㌘
／
dl
未
満

・
血
圧
の
収
縮
期
（
上
の
血
圧
）　
　

　

１
４
０
㍉
㌘
／
dl
未
満
、
拡
張
期　

　

（
下
の
血
圧
）
90 

㍉
㌘
／
dl
未
満

❖
発
症
し
て
か
ら
で
は
遅
い
認
知

　
症
は
若
い
と
き
か
ら
対
策
を

　
認
知
症
の
発
症
予
防
に
は
、
高
齢
に

な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
世
代
・
働
き
盛
り
の
世
代
か
ら
健
診

で
ご
自
身
の
生
活
習
慣
病
の
有
無
を
確

認
し
、
必
要
時
は
治
療
・
生
活
習
慣
の

改
善
に
取
り
組
み
、
健
診
結
果
の
悪
化

を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
血
管
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
を
心
掛
け
る
こ
と
で

予
防
で
き
る
認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク

あ
ゆ
み
だ
よ
り

認知症 の話

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

  町総合保健福祉センター

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

清田 真理 保健師 

12・１月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　12月18日（木）　午前９時

　　１月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　12月18日（木）　午前10時

　　１月15日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　12月５日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　12月２日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　　12月２日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　１月13日（火）　午後１時30分

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（月） ブロック遊び

３日（水） 製作遊び

５日（金） 戸外遊び

８日（月） 積み木遊び

10日（水） クリスマスリース作り

12日（金） 散歩

15日（月） ままごと遊び

17日（水） 誕生会参加（要予約）

19日（金） シール遊び

22日（月） 年賀状作り

24日（水） クリスマス会参加（要予約）

26日（金） 戸外でボール遊び

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

５日（金） クリスマス飾り作り

19日（金） ミニ発表会を見よう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　生活習慣改善で脳の血管を健やか

に保つことで、認知症を予防できる

可能性が高くなることが近年の研究

結果で分かってきました。健診結果

を基にして健康状態をチェックし、

生活習慣病と認知症の発症のリスク

低減に取り組みましょう。

池上 颯
そうすけ

介 くん（８か月）

　父・浩二 さん　母・亜衣 さん

　（緑町区）

　いっぱいあそぼうね！

吉住 瑠
る か

華 ちゃん（２歳）

　　 尚
しょうま

真 くん（５か月）

　父・治樹 さん　母・佳奈 さん

　（緑町区）

　兄弟仲良く育ってね！！　　　　

　　　

山下 煉
れ ん じ

二 くん（７か月）

　父・祐二 さん　母・愛 さん

　（辺場区）

　お姉ちゃん、

　いっぱい遊んでね♡
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 325）　klg110@town.kosa.lg.jp

お問い合わせ先一覧

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111

宮内地区の鹿里地域は、甲佐

岳から延びる尾根から派生した

山々のちょうど中腹に位置する。

人口減少が激しく、現在はほとん

どの住民が集落を離れて暮らして

いるが、昭和初期には 13 戸ほど

の住民が暮らし、戦後は他地域か

ら２戸転入し、最大で 15 戸ほど

が農業を中心に暮らしていた。

この地域の由来は、戦国時代

末期にさかのぼり、白旗地区の山

出地域とも関係する。薩摩（鹿児

島）の島津氏と対立していた阿蘇

氏家臣で御船城主の甲斐宗運が、

井芹加賀を棟梁とする武士団の裏

切りを疑い、夜討ちを掛け井芹一

族を殺してしまった。後にその疑

いが晴れ、悔いた宗運が大武神社

に奉納したのが山出の獅子舞の始

まりである（11月号コラム）。

その夜討ちを掛けられながらも生

き延びた井芹一族が隠せいしたの

が、この鹿里地域である。もとも

と鹿里地域で暮らした13戸全員

が井芹姓を名乗っていたのは、そ

の名残とみられ、由来が明らかな

集落は町内ではたいへん珍しい。

住む人もいなくなり、倒壊し

た家も目立つが、盆や正月前にな

るとお釈迦様や弘法大師の清水、

猿田彦大神などの文化財を草刈・

掃除などして守るために、以前の

住人が集まる。他地域に住んでは

いても、鹿里に寄せる望郷の念は

絶えないとのことだった。本コラ

ムを作成するにあたり、鹿里地域

出身の井芹 三さんに協力して頂

いた。記して感謝申し上げたい。

甲佐町の文化財探訪　〜第 19 回〜

「鹿里地域の由来」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

古きを訪ねて甲佐町を知る
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クリーンセンターへのごみ搬入量（10月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 201,310 △9,150 △5,460

資 源 ご み 22,230 380 △6,260

粗 大 ご み 4,360 △2,480 △420

合 計 227,900 △11,250 △12,140

※単位・㌔ 

      environmental preservation doctor

町税などの滞納処分（10月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ２件

動 産 差 し 押 さ え 15点

債 権 差 し 押 さ え ３件

交 付 要 求 １件

公 売 代 金 25,600円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 14 （△ 17）

死 者 ０ （△２）

傷 者 17 （△ 19）

11月16日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 １ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△２）

合計件数 １ （△１）

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

12月７日 荒 瀬 病 院 TEL 096-234-1161

12月14日 谷 田 病 院 TEL 096-234-1248

12月21日 桃 崎 整 形 外 科 TEL 096-235-8111

12月28日 荒 瀬 病 院 TEL 096-234-1161

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
URLh

ttp
://w

w
w

.n
ta

.g
o
.jp

　
経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日

（
水
）
現
在
で
平
成
26
年
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
の
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
調
査
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

　
甲
佐
中
学
校
で
は
、
毎
月
15
日

（
原
則
）を「
学
校
へ
行
こ
う
デ
ー
」

と
し
て
学
校
を
開
放
し
、
生
徒
の

授
業
の
様
子
な
ど
の
公
開
や
講
演

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
都
合
の
よ
い
時
間
に
ご
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
の
開
催
日

　
12
月
14
日
（
日
）

▼
日
程

・
授
業
参
観
　
　
午
後
１
時
30
分

・
講
演
会
　
　
　
午
後
２
時
30
分

・
意
見
交
換
会
　
午
後
３
時
50
分

▼
会
場

　
甲
佐
中
学
校
各
教
室
お
よ
び
会

議
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
中
学
校

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
６
８
９

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
３
２
０，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
11
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@

to
w

n
.k

o
sa

.lg
.jp

　
町
で
は
、
平
成
27
年
２
月
15

日
（
日
）
に
任
期
満
了
に
伴
う
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行
し
ま

す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候

補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
に
対
す
る

説
明
会
を
12
月
26
日
（
金
）
に
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の

対
象
者
は
、
立
候
補
予
定
者
ま
た
は

そ
の
代
理
人
、
選
挙
運
動
を
統
括
す

る
人
、
出
納
責
任
者
な
ど
で
す
。

　
説
明
会
の
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
12
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
町
総
務

　
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

　
k

lg
2
0
2
@

to
w

n
.k

o
sa.lg

.jp
　
法
人
や
個
人
に
お
い
て
、
工

場
・
商
店
・
農
業
な
ど
の
経
営
を

し
て
い
る
人
や
、
不
動
産
業
で
駐

車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付

け
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
、
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
を
償
却
資
産
と

い
い
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
償

却
資
産
を
有
す
る
人
は
、
平
成
27

年
２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
資
産

の
種
類
・
取
得
価
格
を
記
載
し
た

申
告
書
を
町
税
務
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光

発
電
施
設
も
固
定
資
産
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が
必
要
で

す
。

▼
提
出
期
限

　
平
成
27
年
２
月
２
日
（
月
）

▼
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
２
）

　
k

lg
1
0
5
@

to
w

n
.k

o
sa

.lg
.jp

　
町
内
の
中
小
企
業
が
店
舗
の
新

築
・
改
築
な
ど
、
設
備
事
業
・
工

事
機
械
導
入
・
駐
車
場
施
設
に
必

要
な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場

合
、
利
子
を
補
給
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
金
融
機
関
の
証
明
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

▼
中
小
企
業
の
定
義

　
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、

製
造
業
に
つ
い
て
は
20
人
以
下
、

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事

業
と
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
５

人
以
下
の
法
人
ま
た
は
個
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
１
）

　
k

lg
2
0
7
@

to
w

n
.k

o
sa

.lg
.jp

・
甲
佐
町
商
工
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

　
個
人
の
白
色
申
告
の
人
で
、
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
を
有
す
べ
き
業
務
を
行
う

す
べ
て
の
人
（
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必

要
な
く
、
住
民
税
の
申
告
の
み
を

行
う
人
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

記
帳
と
帳
簿
保
存
が
必
要
で
す
。

　
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

ｉ
お
知
ら
せ

償

却

資

産

の

申

告

は

平
成
27
年
２
月
２
日
（
月
）
ま
で

白
色
申
告
の
記
帳
・
帳
簿
な
ど

の

保

存

制

度

に

つ

い

て

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

中
小
企
業
店
舗
の
新
築
、
改
築

な
ど
の
融
資
金
利
子
補
給
制
度

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
の
開
催

「
学
校
へ
行
こ
う
デ
ー
」
を

12
月
14
日
（
日
）
に
開
催
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Monthly Information Monthly Information

　
保
育
所

・
新
規
入
所
の
場
合

　
町
福
祉
課

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
５
）

　
k

lg
2
0
5
@

to
w

n
.k

o
sa

.lg
.jp

　
県
で
は
、
家
族
で
取
り
組
む

「
家
庭
の
日
」
あ
っ
た
か
家
族
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
家
族

で
過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
を
「
絵

に
っ
き
」
や
「
フ
ォ
ト
に
っ
き
」

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
限

　
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

※
応
募
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　
る
か
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
URLh

ttp
://w

w
w

.p
re

f.

　
　k

u
m

a
m

o
to

.jp

　
御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
地
球
温
暖
化
現
象
を
考
え
て

地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　「
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
」

▼
募
集
期
間

　
12
月
24
日
（
水
）
〜
平
成
27
年

１
月
30
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

　
同
組
合
管
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
生
ま
で

▼
応
募
要
領

・
作
品
は
１
人
１
点
で
す
。

・
Ｂ
４
サ
イ
ズ
画
用
紙
の
ポ
ス
タ

　
ー
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、

　
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
貼
り
絵
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利

　
用
し
た
も
の
は
、
審
査
対
象
外

　
と
な
り
ま
す
。

・
提
出
さ
れ
た
作
品
は
、
展
示
後

　
に
返
却
し
ま
す
。

・
優
秀
作
品
は
、
同
組
合
の
発
電

　
表
示
パ
ネ
ル
に
掲
示
し
ま
す
。

　
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
要

領
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
２
９
７
０

　
URLh

ttp://w
w

w
.

　
　m

ifu
n
ech

ik
u
eisei. or.jp

　
年
末
年
始
は
、
例
年
、
金
融
機
関

な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車
上
狙

い
、
乗
り
物
盗
（
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、

自
転
車
盗
）、
万
引
き
な
ど
の
街
頭

犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

▼
車
上
狙
い
に
遭
い
や
す
い
車

・
バ
ッ
グ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
金
目

　
の
物
が
残
さ
れ
て
い
る
車

・
エ
ン
ジ
ン
が
か
け
っ
放
し
で
コ

　
ン
ビ
ニ
な
ど
に
駐
車
し
て
い
る

　
車

・
深
夜
、
自
宅
前
の
屋
外
車
庫
や

　
暗
い
駐
車
場
に
あ
る
車

・
カ
ー
ナ
ビ
や
カ
ー
ス
テ
レ
オ
な

　
ど
の
高
額
部
品
が
付
い
て
い
る

　
車

　
ま
た
、
車
の
利
用
も
増
え
、
交
通

事
故
も
増
加
し
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
を
未
然
に

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
審
な
人
物
を
見
掛
け
た
ら
、
す

ぐ
に
１
１
０
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
育
所
へ

の
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

継
続
し
て
入
所
を
希
望
す
る
人
も

同
様
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
育
児
休
暇
明
け
な
ど
で
、

平
成
27
年
度
の
途
中
（
５
月
以

降
）
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
人
も

必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
12
月
５
日
（
金
）
〜
19
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
入
所
基
準

　
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
子
ど
も

の
保
護
者
の
要
件
は
、
本
町
に
在

住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と

・
就
労
（
勤
務
時
間
が
月
48
時
間

　
以
上
）

・
妊
娠
、
出
産

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

・
同
居
ま
た
は
、
長
期
入
院
な
ど

　
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧

・
求
職
活
動

・
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
終

　
業
訓
練
を
含
み
ま
す
）

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

　
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
恐
れ

　
が
あ
る
こ
と

・
育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に

　
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

　
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ

　
る
こ
と

▼
申
込
書
の
請
求
先

〇
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
５
）

　
k

lg
2
0
5
@

to
w

n
.k

o
sa

.lg
.jp

〇
各
保
育
所

・
甲
佐
保
育
園

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
８
６

・
若
草
保
育
園

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
３

・
竜
野
保
育
園

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
５
１
９

・
乙
女
保
育
園

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
９
４
７

・
緑
川
保
育
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
８
９

※
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
、
申
込

　
書
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
URLh

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.k

o
sa

.

　
　k

u
m

a
m

o
to

.jp

▼
申
込
書
の
提
出
先

・
継
続
入
所
の
場
合

　
町
福
祉
課
、
ま
た
は
通
所
中
の

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～12月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

12月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  甲佐中体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

●卓球
　町生涯学習センター

　水・金曜日　午後７時30分

　20日（土）　午後６時

●サッカー教室

緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

  甲佐中体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

甲佐中体育館　火曜日　午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

平
成
27
年
度
保
育
所
入
所
児
の

募
集
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●甲佐中学校生徒の作品展示

▼期間　12月８日（月）〜22日（月）

シュートが入るように　　　　　
　　　　練習を頑張りたいです　

伊豆野 智也くん

（横田区）

「
家
庭
の
日
」
あ
っ
た
か
家
族

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

●お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

▲

11
月
の
展
示
会

　「
甲
佐
町
産
業
文
化
祭
作
品
展
」

バスケット　　
　　ボール教室

ｒ
募
集

10マイル大会クイズで
豪華賞品を当てよう！

　 　

●問題
「甲佐町特産の◯◯は、熊本県
一の生産量です」
※◯◯の２文字を当てて答えて
　ください。

●応募方法
　官製はがきに①クイズの答え
②住所③氏名④年齢⑤電話番号
を記入の上、ご応募ください。

●応募期限
　12月15日（月）
　※当日消印有効

●ご応募・お問い合わせ先
　町社会教育課
　TEL096‐234‐2447( 内線325)
　〒861 ‐ 4607
　甲佐町豊内719番地4
　熊本甲佐10マイル公認ロー
　ドレース大会事務局

地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

ソフトボール＆ソフトバレーボール & ビーチボールバレー大会結果

Sports

・優勝

　白旗クラブ

・準優勝

　岩上ソフト

▲

優
勝
し
た
商
工
会
Ａ
チ
ー
ム

・優勝

　甲佐町役場

・準優勝

　横田ソフト

● 主 催・ 甲 佐 町 ソ フ ト ボ ー ル 協 会（ 福 田 謙 二 会 長 ） ● 期 間・10月 ６ 日（ 月 ） 〜23日（ 木 ） ● 会 場・ 白 旗 グ ラ ウ ン ド

▲

白
旗
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

　（
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
）

▲

甲
佐
町
役
場
チ
ー
ム

　（
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
）

■平成 26年度選手権ナイターソフトボール大会

・優　勝　商工会Ａ

・準優勝　白旗しらもん’ｓ

・敢闘優勝　甲佐リハ

■第 11回甲佐町秋季ビーチボールバレー大会

●Ａクラス（８チーム） ●Ｂクラス（７チーム）

・優　勝　シャンクス（宮内）

・準優勝　ヒーローズⅠ（白旗）

・３　位　ダンデライオン（乙女）

・３　位　龍野オールスターズ

・優　勝　スウィートフィッシュ

　　　　　（上豊内）

・準優勝　横田Ａ

・３　位　上早川ファイヤーズ

▲

シ
ャ
ン
ク
ス

　（
フ
リ
ー
の
部
優
勝
）

▲

ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ

　（
50
歳
以
上
の
部
優
勝
）

●フリーの部（12チーム） ●50歳以上の部（４チーム）

●主催・甲佐町ビーチボールバレー協会（山下繁樹会長）●期間・10月22日（水）・23日（木）●会場・町トレーニングセンター

■第 11回職場対抗ソフトバレーボール大会

●主催・甲佐町バレーボール協会（芦原博幸会長）

●期日・10月21日（火）

●会場・町トレーニングセンター
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［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　飛
び
来
た
る
百
舌
の
高
鳴
き
耳
に
し
て
冬
の
近
き
を

し
み
じ
み
思
う 

赤
星
　
延
子

待
ち
待
ち
し
孫
は
生
ま
れ
て
名
は
友
喜
「
初
め
ま
し

て
」
と
抱
く
幸
せ 

塚
本
　
俊
子

教
え
子
の
贈
り
て
呉
れ
し
奈
良
漬
は
天
下
一
品
美
味

し
く
食
す 

松
本
ぬ
い
子

老
い
の
身
で
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
に
挑
戦
し
完
歩
出
来
た

る
自
分
褒
め
お
り 

赤
星
　
文
子

長
雨
と
日
照
不
足
と
言
わ
れ
つ
つ
実
り
し
米
に
感
謝

し
食
す 

緒
方
　
明
美

紅
葉
を
め
で
る
御
嶽
一
瞬
に
噴
火
で
染
め
る
グ
レ
ー

の
色
に 

吉
永
由
紀
子

散
歩
道
す
す
き
コ
ス
モ
ス
前
後
し
て
並
ぶ
景
色
は
生

花
に
観
ゆ
る 

上
村
や
す
美

独
り
居
も
忙
し
き
も
の
カ
レ
ン
ダ
ー
隙
間
な
き
ほ
ど

予
定
書
き
込
む 

内
田
乃
武
子

予
約
せ
し
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
見
学
を
台
風
十
九
号
は

奪
え
り 

塚
原
　
暁
益

秋
の
陽
に
映
え
て
輝
く
銀
杏
樹
の
芝
生
に
転
ぶ
そ
の

実
を
拾
う 

上
村
　
か
ず

風
吹
け
ば
す
す
き
は
銀
の
頭
振
り
秋
の
別
れ
を
悲
し

む
ご
と
し 

森
田
　
房
恵

秋
風
に
道
の
落
ち
葉
の
吹
か
れ
ゆ
く
朽
ち
果
つ
も
の

ら
寄
り
添
う
ご
と
く 

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
失
敗
」

新
メ
ニ
ュ
ー
料
理
失
敗
く
り
返
す 

　
松
本
ぬ
い
子

転
ん
で
も
力
を
貰
い
立
ち
上
が
る
　 

　
伊
豆
野
ヤ
エ

失
敗
を
恐
れ
歩
か
ず
足
弱
る 

　
布
田
　
愛
子

失
敗
の
責
め
は
し
っ
ぽ
が
負
わ
さ
れ
る 

　
清
川
み
ど
り

　
　
　「
酒
」

酔
っ
ぱ
ら
い
墓
石
枕
に
一
夜
明
け 

本
田
長
久
子

冷
え
切
っ
た
部
屋
に
帰
っ
て
飲
み
直
す 

林
　
　
雅
之

女
子
会
も
グ
ラ
ス
重
ね
て
盛
り
上
が
る 

古
閑
チ
ヨ
ミ

終
電
の
ベ
ル
が
鳴
る
な
る
ち
ど
り
足 

早
　
　
彦
喜

晩
酌
の
酒
で
な
だ
め
る
自
尊
心 

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

隙
間
か
ら
　
諦
め
て
い
た
捜
し
物 

広
田
み
ど
り

隙
間
か
ら
　
は
は
あ
隣
は
秋サ

ン

マ

刀
魚
ば
い 

下
山
　
千
恵

隙
間
か
ら
　
手
も
か
じ
か
ん
で
眠
ら
れ
ん 

松
本
　
梅
香

隙
間
か
ら
　
そ
っ
と
覗
い
て
品
定
め 

志
垣
　
　
光

隙
間
か
ら
　
後
追
い
し
た
子
覗
か
し
た 

佐
藤
　
　
葵

隙
間
か
ら
　
話
に
尾オ

ヒ
レ鰭

付
い
て
行
く 

北
畑
　
公
美

隙
間
か
ら
　
魚
く
わ
え
て
逃
げ
出
ァ
た 

木
村
　
陽
菜

隙
間
か
ら
　
昔
の
彼
の
ラ
ブ
レ
タ
ー 

布
田
か
ん
な

隙
間
か
ら
　
見
合
い
の
ご
た
る
覗
こ
う
か 

平
井
や
よ
い

隙
間
か
ら
　
月
の
さ
し
込
む
安
普
請 

長
原
　
産
賀

隙
間
か
ら
　
ト
ン
ト
ン
ト
ン
て
来
た
破
局 

北
川
　
直
美

※
10
月
号
に
掲
載
し
た
肥
後
狂
句
に
つ
い
て
お
詫
び
と
訂
正

（
誤
）
た
っ
た
こ
し
こ
　
思
っ
た
票
の
入
い
っ
と
ら
ん 

広
田
み
ど
り

（
正
）
た
っ
た
こ
し
こ
　
思
っ
た
票
の
入
っ
と
ら
ん 

広
田
み
ど
り

（
誤
）
た
っ
た
こ
し
こ
　
隠
れ
て
ジ
ム
に
通
い
よ
る 

志
垣
　
　
光

（
正
）
た
っ
た
こ
し
こ
　
勿
体
振
っ
て
そ
っ
と
出
し 

志
垣
　
　
光

　
手
違
い
の
為
、
作
者
な
ら
び
に
読
者
の
皆
様
に
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

う
た
ご
よ
み
　
～ 

師
走 

～

緑川流域お野菜まつりイベントを盛り上げる「お野菜男子」たち

 住　所 氏　名 性別 保護者

西寒野　中島　拓
た く み

実　男　浩　和

仁田子　大西　智
ち よ

葉　女　　怜　

仁田子　田中　真
ま こ

來　女　一　也

下横田　中田　太
た い よ う

陽　男　香　織

田　口　川上　央
お う す け

祐　男　健　輔

麻生原　伊佐　海
か い り

里　男　　翼　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,361 △６

女 5,956 △７

計 11,317 △13

世帯数 4,279 △６

平成26年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひ と の 動 き （敬称略）

10月11日（土）～11月10日（月）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①シイタケはサッと洗い、軸だ

けをはずして細かく切ります。

②長ネギはみじん切り、ショウ

ガはすり下ろしておきます。

③ボウルに鶏と豚のひき肉、①

の軸の部分、②と調味料すべ

てを入れ、粘りが出るまで

しっかり混ぜます。

④分量外の片栗粉を①の傘の部

分に軽く振りましょう。

⑤12等分にした③を④に１つ

ずつ丁寧に乗せ、はずれない

ように押さえておきます。

⑥フライパンを熱しサラダ油を

入れ、⑤の肉の方から焼きま

しょう。

⑦焦げ目が付いたら裏返し、シ

イタケの方を下にして、大さ

じ３の水を入れ、すぐに蓋を

して蒸し焼きにします。

⑧水気がなくなったら出来上が

りです。

※日持ちがよく冷めてもおいし

いので、おせち料理の１つに

加えてみてはいかかでしょう。

　　シイタケは、低カロリーで

食物繊維が豊富なので生活習慣

病や便秘に悩んでいる人には

もってこいです。

　煮ても焼いてもいいですが、

天日に干すことで一段とおいし

くなり、骨の成長に役立つビタ

ミンＤが生のときの10倍に増

えるので、乳幼児や妊婦さんに

ぜひ取ってほしい食材です。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

シイタケの陣笠

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　吉　田　米村　正智

　　妻　熊本市　赤間　和美

　　夫　下横田　村上　　彰

　　妻　中横田　田中　香織

材　料（４人分）

シイタケ ……………………12枚
鶏ひき肉 ………………… 100㌘
豚ひき肉 ………………… 100㌘
しょうゆ ………………大さじ２
酒 ………………………大さじ２
長ネギ ……………………中指大
ショウガ …………………親指大
塩 ………………小さじ３分の１
片栗粉 …………………小さじ２

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

下横田　本村　光則　87　　孔　

西寒野　白石ヒサコ　86　ヒサコ

坂　谷　田上　愛子　79　　境　

船　津　稲葉　繁則　84　清　治

吉　田　奥田　初惠　95　　強　

田　口　宮本　秀雄　84　生　子

下横田　西本　一郎　65　嘉　陽

有　安　赤星　サエ　88　法　眞

麻生原　西永　昭代　65　利　勝

西　原　栗林　悟　　85　　悟　

中　山　大森　茂春　90　繁　昭

糸　田　奥名　和吉　80　文　子

［

　
11
月
は
、
や
っ
ぱ
り
「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」。
16
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
町
駅
伝
競
走
大
会
お
よ
び
地
区
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
で
も
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
疾
走
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
駅
伝
は
、
自
分
１
人
で
走
る
マ
ラ

ソ
ン
よ
り
も
落
ち
着
か
な
い
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
準
備

中
に
ほ
か
の
チ
ー
ム
の
中
継
が
行
わ

れ
た
り
、
前
の
走
者
が
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
り

と
自
分
の
ペ
ー
ス
を
乱
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
走
者
の

心
の
支
え
と
な
る
の
が
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
存
在
で
す
。
タ
ス
キ
を
ゴ
ー

ル
ま
で
つ
な
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
、
共
に
練
習
を
頑
張
っ
て
き
た
仲

間
と
分
か
ち
合
え
る
こ
と
が
駅
伝
の

醍
醐
味
（
だ
い
ご
み
）
で
す
。

　
レ
ン
ズ
越
し
に
、
思
い
の
こ
も
っ

た
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
秋
の
甲
佐
を

駆
け
抜
け
る
選
手
が
な
ん
だ
か
輝
い

て
見
え
た
１
日
で
し
た
。（
み
）

編

集

後

記

●お詫びと訂正について

　先月号でご紹介しました「子育て

サロン」の記事に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

・３ページ本文２段目の後ろから

10行目

（誤）池上愛さん（緑町区）

（正）池上亜衣さん（緑町区）



2014年（平成26年）12月号

　通巻545号

発行・甲佐町　発行人・甲佐町長 奥名克美　編集・企画課　住所・〒861-4696 熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4　TEL096-234-1154

URL・http://www.town.kosa.kumamoto.jp/　E-mail・klg104@town.kosa.lg.jp　※本紙は再生紙を使用しています。

こうさ広 報

平成６年結成。さまざまな大

会などで演奏を披露し、今月

14日（日）には町総合保健

福祉センターで「結成20周

年記念コンサート」を開催。

甲佐グリーンハーモニー
こうさぐりーんはーもにー

〔甲佐町文化協会〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　「
私
た
ち
の
合
唱
を
聴
い
て
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
。
聴
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
い
ろ
ん
な
曲
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る

の
は
、
今
年
結
成
20
周
年
を
迎
え

た
混
声
合
唱
団
「
甲
佐
グ
リ
ー
ン

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
会
長
の
甲
斐
道
彦

さ
ん
（
岩
下
一
区
）。

　
本
町
の
活
性
化
の
た
め
に
、
文

化
活
動
に
よ
る
町
お
こ
し
を
目
指

し
て
合
唱
を
始
め
た
の
が
同
団
発

足
の
き
っ
か
け
。
緑
川
が
流
れ
、

緑
豊
か
な
本
町
に
美
し
い
和
声
が

響
く
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、『
ま
っ
か
な
秋
』
な
ど
の
作

曲
で
知
ら
れ
る
作
曲
家
の
小
林
秀

雄
さ
ん
が
団
名
を
名
付
け
た
。
団

員
は
約
20
人
で
、
町
内
外
の
音
楽

祭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
演

奏
を
披
露
し
て
い
る
。

　
同
団
の
指
揮
を
務
め
る
左
座
守

さ
ん
（
下
田
口
区
）
は
「
混
声
合

唱
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ

ノ
ー
ル
・
バ
ス
の
４
声
で
構
成
さ

れ
、
曲
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
最
大
の
魅
力
で

す
」
と
混
声
の
良
さ
を
紹
介
。

「
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
意

識
し
、
聴
い
て
い
る
人
に
言
葉
１

つ
１
つ
が
伝
わ
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
」
と
日
々
挑
戦
す
る
。

　
結
成
当
時
か
ら
所
属
し
て
い
る

大
田
和
代
さ
ん
（
仁
田
子
区
）
は
、

「
み
ん
な
の
声
が
合
わ
さ
っ
て
１

つ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
な
っ
た
と
き
、

曲
を
自
分
も
の
に
で
き
た
と
い
う

達
成
感
が
味
わ
え
ま
す
。
私
た
ち

が
今
ま
で
の
活
動
で
経
験
し
た
こ

と
を
歌
に
乗
せ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
え
た
い
で
す
」
と
合
唱
の

豊
か
な
魅
力
に
笑
み
を
見
せ
る
。

　
今
月
14
日
（
日
）
に
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
結
成
20
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す

る
。
今
ま
で
に
演
奏
し
た
思
い
出

深
い
曲
や
親
し
み
や
す
い
歌
謡
曲

な
ど
を
披
露
す
る
。
左
座
さ
ん
は

「
今
回
の
演
奏
会
は
、
す
べ
て
日

本
語
の
曲
を
選
ん
で
い
る
の
で
、

幅
広
い
年
代
の
人
に
と
っ
て
聴
き

や
す
い
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
。
甲
斐
会
長
は
「
最
近
は
若
い

人
が
合
唱
を
聴
く
機
会
が
減
っ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
音
楽
の
優
し
い
世
界

に
い
ざ
な
う
。

20
年
の
思
い
を
込
め
て
歌
う

胸
に
響
く
混
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー


